





























的には、 授業中の観察による評価や生徒のノ ー トの評
価、 実演の評価などが含まれる。



















































































































































































のでも不十分である。 大切なことはfは（早く） ・ か（簡
単に） ・ せ （正確に）Jの捜点を持つことであり、 これ
は現実の事象を面積の呂で見て問題解決するときの核
心にほかならない。 UとRを 「は ・ か ・ せJで求める





















































































































以上のように、 大学院生が考えたパ フォ ー マンス課
題を教師とともに練りなおしていった。 これらの計画
に却して、 谷口先生のクラスでの実践が始まった。



















を求める必要があることを共存していった。 パ フォ ー
マンス課題の導入の特に、 ある 子どもは患わず「これ
が算数なんやjと声に出していた。




























9 I 台形の荷積の求め方や公式を考える I u④ 
10 1ひし形の面積の求め方や公式を考える I +t 
11 I Aの苗醸の求め方を考える I A 
12 I kの面積の求め方を考える I K 





























方が出てきたとき、 谷口先生は 「は ・ か ・ せj の視点
で考えるように促した。AやKを求める時間に加えて、
公式や解き方の工夫を考える時間にも、 単に患いつく































































鴎5 グルー プワ ークでの子どもの説明
とか、 その公式を、 わかりやすく使って足したりする
と楽J など、 いろいろな答えが返ってきた。 本単元が





























































































次の 2 つの特徴を持っている。l つ自は、
看板づくりという其正性の高いパフォ ーマンス課題を
設定することで、 実生活での面積の意味を学習するよ
うな活動が設計されていることである。 2 つ毘は、 単
元を過してT ·U ·A ·K·R を求める活動を計麗し、
fは・ か・せjの視点を繰り返し意識させることで、
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